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Compound Concentration　　（μ．9／m呂） CQncentration　　（μ9／m3） LOQJapaneseguidelineRatio　ofC－A／C－B
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97
Triethyl　phosphate
Tripropyl　phosphate
Tributyl　phosphate
Tris（2－chloroethyl）phosphate
Tris（2－chloro－1－methylethy1）phosphate
Dichloropropyl　phosphate
Tris（butoxyethy1）phQSphate
Triphenyl　phosphate
Tris（2－ethylhexyl）phosphate
Tritolyl　phosphate
Dimethyl　phthalate
Diethyl　phthalate
Diisobutyl　phthalate
Dibutyl　phthalate
Butylbenzyl　phthalate
Di（2－ethylhexy1）adipate
Di－2－ethylhexyl　phthalate
Dicyclohexyl　phthalate
Dioctyl　phthalate
DiisQPropyl　a（五pate
Fenobロcarb
Propoxur（PHC）
Diazinon
S－42！
Fenitrothion
Chlorpyrifos
Fenthion
Pe亡methrin
Carnphor＊
2－Ethy1－1－hexanol串
1－Methyl－2－pyrrolidone
2－Phenyl－2－proparlo1
2－Ethylhexanoic　acid
L－Menthone
2一（2－Butoxyetho．xy）ethanol
L一（一）一Mentho1
2．一Ethylhexyl　acrylate
2一（2－Ethylhexyloxy）ethanol
Bornyl　acetate
ρ一’一Butylcyclohexyl　acetate
2，2，4－Trimethyl－1，3－pentanediol　monoisobutyrate
2，2，4－Trimethy1－1，3－pentanediol　diisobutyrate
2＞一Butylbenzenesulfonamide
Isopropyl　myristate
2，2－Dirnethoxy－2－phenylacetophenone
　　n．d．
　　n．d．
0，14
0．11
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
0．039
0．16
0．16
3．60
0．019
　　n。d．
0．46
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
　　n．d．
0．86
11
　　n．d．
0．15
1．9
0．15
0．56
0．49
0．012
0．54
0．046
0．094
59
1．10
0．068
0．14
　　n．d．
n．d．
n．d．
0．29
n．d．
n．d．
n．d．
n．d．
n．d．
n．d。
n．d．
0．038
0．11
0．10
3ユ0
0．013
0．013
0．40
n．d．
n．d．
0．89
n．d．
n．d，
n．d．
n．d．
n．d．
n．d．
n．d．
n．d．
0．27
3．4
n．d．
0．14
3。2
0．12
0．78
1．10
0．016
0．79
0．067
0．11
4．3
0．77
0．14
0．21
n．d．
0．06
0．004
0．004
0．007
0．004
0．007
0．04
0．007
0．007
0．04
α004
0．002
0．002
0．08
0．004
0．004
0．08
0．004
0．004
0．003
0．004
0．004
0．004
0．004
0．007
0．004
0．004
0．007
0．004
0．004
0．006
0．005
0．03
0．004
0．02
0．004
0．004
0．0．O4
0．004
0．004
0．008
0．004
0．004
0．006
0．004
220
120
33
0．29
1
0．7
0．5
＞
1．0
1．5
1．6
1．2
1．5
1．2
3．2
3．2
1ユ
0．6
1．3
0．4
0．8
0．7
0。7
0．9
1．4
1，4
0．5
0．7
Sum　of　SVOCs 27．8 20．3
LOQ
　　＞
　　＊
Limits　of　quantitation，　C－A：Condominium　A，　C－B：Condominium　B
AcQmpound　was　not　detected　at　C－B，　but　detected　at　C－A．
Concentration　values　of　the　livin墓room　of　C－A　are　over　two－fQld　higher　than　that　of　C－B
一27一
が避難先マンションと比べて2倍以上あった物質は，イソ
プロピルアルコール，メチルエチルケトン，ブタノール，
ヘプタン，メチルイソブチルケトン，トルエン，酢酸ブチ
ル，エチルベンゼン，キシレン（窺／かキシレン，o一キシ
レン），α一ピネン，β一ピネン，ヵージクロロベンゼン，リ
モネン，ノナナールの15成分であった．また，マンショ
ンA廊下が避難先マンションと比べて2倍以上あった物質
は，イソプロピルアルコール，メチルイソブチルケトン，
トルエン，エチルベンゼン，キシレン（窺／ρ一キシレン，
o一キシレン），かジクロロベンゼンの7成分であった．患
者の症状はマンションA廊下で最も強く現れ，マンション
A居間でも誘発されるが，避難先マンションで症状が軽減
された．この順に濃度が低下したVOCはトルエン，エチ
ルベンゼン，キシレンであった．トルエン濃度はマンショ
ンA廊下が501μg／m3，マンションA居間が275μg／m3
で，厚生労働省の室内濃度指針値260μg／m3を超過して
いた．また，避難先マンションと比べて，それぞれ57．9
倍，25．1倍の濃度であった．エチルベンゼンは指針値
3，800μg／m3を超過していなかったが，マンションA廊下
が141μg／m3で，マンションA居間が64μg／m3であり，
避難先マンションの濃度8．7μg／m3と比較してそれぞれ
56．1倍，25．7倍であった．キシレンも指針値870μg／m3
を超過していなかったが，マンションA廊下が！39μg／m3
で，マンションA居間が70μg／m3であり，避難先マン
ションでの7．6μg／m3と比較して，それぞれ18．3倍，
9．2倍の濃度であった．トルエン，エチルベンゼン，キシ
レンは工事をしていないマンションA居間で，比較的高濃
度に検出されたが，これは廊下や外壁（ベランダを含む）
の塗装工事で使用した塗料の成分が，室内に侵入したため
と考えられた．これらの3物質が症状の誘発に強く関与す
るものと推定された．外壁部分を含む共用部分のリフォー
ムでは，強度の点からトルエンなどの有機溶剤が使用され
ることが多くあり，室内と違ってシックハウス対策が軽視
されることが多いが，このようなところにも留意すべきで
ある．
　SVOC　45物質の中で，マンションA居間が避難先マン
ションと比べて2倍以上あった物質は，カンファー及び
2一エチルー1一ヘキサノールであった．カンファーは樟脳と
も呼ばれ，精油の成分であり，一般に人形や衣服の防虫剤
としても使用されている．2一エチルー1一ヘキサノールは溶
剤として用いられており，また，可塑剤であるフタル酸
ジー2一エチルヘキシルの分解物でもある．これらの2物質
は濃度レ’ベルが低いことから，リフォームに伴い大量に使
用された可能性は低いと考えられる．
要 約
　健康影響が発生した住宅について，症状が誘発された住
宅と避難先の室内空気中化学物質97物質を比較し，発症
に関わる化学物質を推定した．
　症状が誘発される場所の順序（マンションA廊下〉マン
ションA居間＞〉避難先マンション）と室内空気中濃度の
順序が一致した物質はトルエン，エチルベンゼン，キシレ
ンであった．これら3物質が症状の誘発に関与した可能性
が高いと推定された．
　外壁部分を含む共用部分のリフォームでは，換気が十分
になされていないなど室内と違ってシックハウス対策が軽
視されることが多いが，このようなところにも留意すべき
である．
　本研究で用いた手法は，今後，化学物質過敏症患者の発
症に関わる化学物質の特定や環境改善に活用し得ると考え
る．
　本研究は平成15～17年度に実施した重点領域特別研究
「室内空気質についての予防医学的研究と化学物質過敏症
の遺伝子診断法の開発」の一環として行われたことを付記
する．
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